
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 明石工業高等専門学校 
設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

機械工学科  

 

1 

14 15 7  

電気情報工学科 

電気電子工学コース 
 12 13 7  

電気情報工学科 

情報工学コース 
 17 18 7  

都市システム工学科  24 25 7  

建築学科  20 21 7  

 

機械・電子システム工学専攻  

6 

4 10 7  

建築・都市システム工学専攻  20 26 7  

（備考） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本校 Web サイトのシラバスページに掲載 

https://www.akashi.ac.jp/life/syllabus.html 

「令和４年度実務経験のある教員による授業科目の一覧表」 

https://www.akashi.ac.jp/o7en060000000cd6-att/R4Jitsumukamoku-list.pdf 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 



  

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 明石工業高等専門学校 
設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/upload-

file%20folder/02_%E4%BA%BA%E4%BA%8B/kisoku/yakuin-20220401.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 熊本大学長 
2016 年 4 月 1 日～

2024 年 3月 31 日 
理事長 

常勤 
豊橋技術科学大学

理事・副学長 

2020 年 4 月 1 日～

2024 年 3月 31 日 
国際交流・海外展開 

情報システム 

非常勤 東京大学教授 
2022 年 4 月 1 日～

2024 年 3月 31 日 
男女共同参画 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 明石工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

設置者である独立行政法人国立高等専門学校機構（以下、高専機構）が、到達目

標、ルーブリック、教育方法、授業計画、評価割合からなる全高専統一のシラバス

システムを作成している。シラバスの作成時期は次のとおりである。 

10 月中旬頃 高専機構にてシラバスシステムの年次更新 

12 月末頃まで 次年度授業計画表を作成し、それに基づくマスタデータの作成 

2 月中旬頃まで 科目担当教員によるシラバス入力 

2 月下旬頃まで 担当委員によるシラバスの点検 

2 月末頃まで 点検結果に基づく修正 

3 月末頃まで 入力状況等の確認 

4 月 1日 シラバスの外部公開 

シラバス作成にあたり、毎年度シラバス作成手順書を更新し、入力完了後は担当委

員による点検を行っている。 

なお、実務経験のある教員等による授業科目については、シラバスの教育方法の項目

にその旨が記載されている。 

授業計画書の公表方法 
シラバスとして本校 Web サイトに掲載 

https://www.akashi.ac.jp/life/syllabus.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

定期試験後、シラバスに記載された評価方法・評価割合に従って、ルーブリッ

クで設定された到達レベルに対する評価を行い、客観的に単位の認定を行ってい

る。 

「学則」、「学業成績の評価等に関する規程」及び「学業成績の評価等に関する

規程施行細則」により、成績評価や単位認定の基準を示し、教員会で審議のうえ

進級・卒業・修了を認定している。 

また、授業アンケートを年 2 回実施し、学生の学習意欲の把握に努めている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

客観的な指標について「学業成績の評価等に関する規程」及び「学業成績の評価等

に関する規程施行細則」に記載されており、規程を公表している。 

履修科目の成績評価は 100 点法による評点とし、平均点で学科・コース毎に順位付

けを行う。平均点は、学年の課程修了に必要な科目のみで計算しており、評点の和を

科目数で除し算出している。 

また、成績分布状況の把握については、毎試験後に、学生ごとの平均点及び順位、

科目ごとの平均点及び標準偏差を算出して学級ごとの一覧とした「成績一覧表」を作

成し、成績状況の把握を適宜行っている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

「学業成績の評価等に関する規程」 

https://www.akashi.ac.jp/o7en060000000ezj-

att/(5)2021.pdf 

「学業成績の評価等に関する規程施行細則」 

http://www.akashi.ac.jp/o7en060000000ezj-

att/(6)2021.pdf 

成績評価・単位認定等 

http://www.akashi.ac.jp/life/evaluate.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

各学科、専攻ごとにディプロマ・ポリシーを定め公表している。 

ディプロマ・ポリシーに記載のとおり、本科卒業要件については、「学業成績の評価

等に関する規程」に、専攻科修了要件については、「学則」に記載されており、最終学

年において判定資料を作成し、教員会において規程に定める基準を満たしているかど

うかの判定を審議し、卒業・修了の認定を行っている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
http://www.akashi.ac.jp/guide/policy.html 

 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 明石工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/documents/zaimusyohyoR2.pdf 
収支計算書又は

損益計算書 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/documents/zaimusyohyoR2.pdf 

財産目録  

事業報告書 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/information/R2jigyouhoukoku.pdf 
監事による監査

報告（書） 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/information/kansaR2.pdf 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の年度計画 対象年度：令和４年

度） 

公表方法： 
https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/upload-
file%20folder/01_%E7%B7%8F%E5%8B%99/r4-keikaku.pdf 
中長期計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の中期計画 対象年度：平成 31 年

（2019 年）4 月 1 日から令和 6 年（2024 年）3 月 31 日まで） 

公表方法： 
https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/resources/information/chuukikeikaku-4th.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.akashi.ac.jp/guide/evaluation.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.akashi.ac.jp/guide/evaluation.html 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 機械工学科 

教育研究上の目的（公表方法：学生生活のてびき－学則第 7条の 2 

http://www.akashi.ac.jp/o7en060000000ezj-att/2022(1).pdf） 

 

（概要） 

機械をはじめとする「もの」を対象に、その開発、設計、製造など広範囲な開発・技術

部門において十分に対応できる能力を育成するため、機械系の応用力学、材料、生産技術

や制御などに関する基礎教育を重点的に行う。さらに、機械工学実験、設計製図、工作実

習、プログラミングなどの実習教育をきめ細かく行うとともに、応用展開科目や開発研究

を適切に教授することにより、新しい技術発展にも柔軟に対応できる創造性豊かな実践的

技術者の養成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/mechanical/policy.html） 

                   

（概要） 

機械工学科は、本校が掲げる教育目標のもと、機械工学の理論や技術を様々な分野に応

用し、倫理観と責任感をもって社会に貢献する多種多様な業種・職種で活躍できる人材の

育成をします。そのために以下に示す能力を身に付け、学業成績の評価等に関する規程に

定める基準を満たした学生に卒業を認定します。 

１．分野横断的能力 

協働の中で個人の能力を発揮し、継続的に学習し、技術者としての倫理と責任を持って

主体的・能動的に行動できる。また、歴史、文化、社会などの様々な背景を伴って発展す

る産業技術を理解し、国際的に活躍できる。 

２．基礎的能力 

自然科学について基礎知識を修得し、専門分野の基本的な課題解決に適用できる。文化・

社会科学の基礎知識を修得し、レポートが作成でき口頭発表ができる。工学的基礎知識と

幅広い教養をもとに、機械工学が社会や自然環境に及ぼす影響を理解できる。  

３．専門的能力 

機械工学の様々な理論や技術（材料分野、エネルギー分野、計測・制御分野、生産・加

工分野、設計分野）をバランスよく修得し、様々な分野に応用できる。さらに日々進歩す

る新しい技術へも応用できる。日本語によるプレゼンテーションや文章作成 により意図す

ることを効果的に表現でき、英語によるコミュニケーションができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/mechanical/policy.html）  

 

（概要） 

以下に示す分野横断的能力、基礎的能力、専門的能力を修得するため、独立行政法人国

立高等専門学校機構が定めたモデルコアカリキュラムに基づき、各学科の教育課程を編成

しています。学生が学習方法を理解しやすいように、学習内容と成績評価方法を記したシ

ラバスを公開し、また、各科目の関連や学習過程を理解しやすいように、教育課程表とカ

リキュラムマップを公開しています。 

各科目の成績評価は、100 点法により採点し、60 点以上の成績をもって所定の単位を認

定します。 

１．分野横断的能力 

1 年次には主体的な学習方法およびグループワークの進め方を学び、2年次から 4 年次ま

では、コミュニケーション能力、協働能力、課題発見から問題解決までのプロセスを修得



  

し、社会に貢献できるように、学年学科横断型 PBL 科目を開講しています。機械工学実験

や工作実習などではグループワークやレポート作成などの機会を設けています。  

２．基礎的能力 

自然科学の基礎知識を修得するため、数学およびサイエンスを開講し、文化・社会科学

の基礎知識を修得するため、国語、英語、歴史を開講しています。機械工学の技術者に最

低限必要なプログラミングや電気工学の基礎知識を学ぶための科目を開講しています。情

報通信技術（ICT）を学ぶため、情報系科目を開講しています。グローバル社会に必要な異

文化対応能力を身に付けるため、英語、中国語などの語学系科目や異文化理解を深める科

目を開講しています。 

３．専門的能力 

機械工学の基礎を学ぶため、1年次より工作実習（4年次まで）、設計製図（5 年次まで）

を開講し、設計や生産の基礎を学びます。3 年次、4年次は機械工学で重要な 4力学（材料

力学、流体力学、熱力学、機械力学）を中心に学び、さらに機械工学実験を通して、それ

らの知識をより深めます。5 年次には 4 力学だけでなく自動制御なども学ぶとともに、そ

れまで学んだ知識を活用して卒業研究に取り組みます。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/mechanical/policy.html 及び「学生募集要

項」に掲載）  

（概要） 

自由な校風のなかで夢を育み、将来を自ら切り拓いていこうとする意志を持った次のよ

うな学生の入学を期待しています。 

1.技術者として活躍したいと強く希望を持っている人 

2.総合的な基礎学力を持ち、理数系科目および英語が得意な人 

3.さまざまな実験や実習に周囲と協働して取り組める人 

選抜方針は以下のとおりです。 

・推薦選抜 

中学校等を卒業見込みの者で、学業・人物とも優秀であることにより在籍する中学校

等の長の推薦を受け、本校での修学に必要な総合的な学力を有し、そのうち特に理数系

科目および英語が得意であり、さまざまな実験や実習に周囲と協働して主体的に取り組

む意欲のある人を選抜します。 

・学力選抜 

中学校等を卒業（見込み含む）した者で、本校での修学に必要な総合的な学力を有し、

そのうち特に数学および英語が得意である人を選抜します。 

・帰国生徒特別選抜 

中学校等を卒業（見込み含む）した者で、一定の海外経験を持ち、本校での修学に必要

な総合的な学力および基礎的な日本語能力を有し、そのうち特に理数系科目および英語

が得意である人を選抜します。 

 

学部等名 電気情報工学科 

教育研究上の目的（公表方法：学生生活のてびき－学則第 7条の 2 

http://www.akashi.ac.jp/o7en060000000ezj-att/2022(1).pdf） 

 

（概要） 

高度情報化社会を支える重要な要素である電気情報関連分野において、広範化・高度化

する技術に対応するために必要な電気、電子、情報、通信分野の基礎教育を第１学年から

第３学年において行う。 さらに、第４学年及び第５学年では電気電子工学コースにおいて

エネルギー工学、制御工学、通信工学、電子物性工学、また情報工学コースにおいて情報

ネットワーク、情報理論、プログラミング、ソフトウエア工学等の応用科目を教授する。

これらの教育により電気情報関連分野の全般に渡る基礎的能力を持ち、かつ電気電子ある

いは情報分野に関する高度な能力を持つ幅広い分野に対応できる技術者の養成を目的とす

る。 



  

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/electrical/policy.html） 

 

（概要） 

電気情報工学科は、本校が掲げる教育目標のもと、エレクトロニクスや情報通信技術

（ICT）が社会や自然環境に及ぼす影響に配慮しながら、電気・電子回路やコンピュータプ

ログラミングなどの基本的な設計技法を統合することによって新しいシステムを創造でき

る人材を育成します。また、コース制教育を導入し、高度化する技術に十分対応できる技

術者の育成を目指します。そのために以下に示す能力を身に付け、学業成績の評価等に関

する規程に定める基準を満たした学生に卒業を認定します。 

  

〇電気電子工学コース 

１．分野横断的能力 

協働の中で個人の能力を発揮し、継続的に学習し、技術者としての倫理と責任を持って

主体的・能動的に行動できる。インターネット等で情報を適切に収集した上で活用すべき

情報を選択でき、内容や影響範囲に配慮しながら発信できる。異なった文化を理解しなが

ら国際的に活躍できる。 

２．基礎的能力 

自然科学について基礎知識を修得し、専門分野の基本的な課題解決に適用できる。文化・

社会科学の基礎知識を修得し、レポートが作成でき口頭発表ができる。電気・電子工学と

情報工学の基礎学力を持ち、それらが社会や自然環境に及ぼす影響を理解できる。 

３．専門的能力 

電気・電子工学分野における幅広い知識と情報工学分野を中心とする他の専門分野の基

本的な設計技法を統合することによって、急速な技術革新に対応する新しいシステムを創

造できる。日本語による分かりやすいプレゼンテーションと誤解なく理解される文章作成、

英語による基礎的コミュニケーションができる。 

  

〇情報工学コース 

１．分野横断的能力 

協働の中で個人の能力を発揮し、継続的に学習し、技術者としての倫理と責任を持って

主体的・能動的に行動できる。インターネット等で情報を適切に収集した上で活用すべき

情報を選択でき、内容や影響範囲に配慮しながら発信できる。異なった文化を理解しなが

ら国際的に活躍できる。 

２．基礎的能力 

自然科学について基礎知識を修得し、専門分野の基本的な課題解決に適用できる。文化・

社会科学の基礎知識を修得し、レポートが作成でき口頭発表ができる。電気・電子工学と

情報工学の基礎学力を持ち、それらが社会や自然環境に及ぼす影響を理解できる。 

３．専門的能力 

情報工学分野における幅広い知識と電気・電子工学分野を中心とする他の専門分野の基

本的な設計技法を統合することによって、急速に変化し続ける情報化社会に新たな価値を

生むシステムを創造できる。日本語による分かりやすいプレゼンテーションと誤解なく理

解される文章作成、英語による基礎的コミュニケーションができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/electrical/policy.html） 

 



  

（概要） 

以下に示す分野横断的能力、基礎的能力、専門的能力を修得するため、独立行政法人国

立高等専門学校機構が定めたモデルコアカリキュラムに基づき、電気電子工学コース・情

報工学コースの教育課程を編成しています。学生が学習方法を理解しやすいように、学習

内容と成績評価方法を記したシラバスを公開し、また、各科目の関連や学習過程を理解し

やすいように、教育課程表とカリキュラムマップを公開しています。 

各科目の成績評価は、100 点法により採点し、60 点以上の成績をもって所定の単位を認

定します。 

 

〇 電気電子工学コース 

１．分野横断的能力 

1 年次には主体的な学習方法およびグループワークの進め方を学びます。2年次から 4年

次までは、コミュニケーション能力、協働能力、課題発見から問題解決までのプロセスを

経験的に修得し、社会に貢献できるように、学年学科横断型 PBL 科目を開講しています。

5 年次の実験科目では、これらの集大成として、システム設計に取り組みます。いずれの科

目もレポート作成、グループ学習、口頭発表の機会を設けています。 

２．基礎的能力 

自然科学の基礎知識を修得するため、数学およびサイエンスを開講し、文化・社会科学

の基礎知識を修得するため、国語、英語、歴史を開講しています。電気・電子・情報分野

で共通して必要となる情報分野の基礎知識をデータサイエンスやプログラミングに関する

講義で学びます。また、基礎的な実験スキルも学びます。コース制教育に向けた基礎を電

気回路や電子工学に関する講義で習得するとともに、情報工学の基礎知識も講義や実験を

通して身に付けます。 

３．専門的能力 

電気電子工学の専門性を深めるため、電気磁気学や固体物性、パワーエレクトロニクス

などについて学びます。さらに、情報工学分野に関する知識も習得できるように、計算機

や通信方式、数値計算等に関する講義を開講しています。専門的な知識や能力を活用して

主体的・能動的に取り組む総合的な学習の機会として、4年次に課題研究、5年次に卒業研

究に取り組みます。 

  

〇 情報工学コース 

１．分野横断的能力 

1 年次には主体的な学習方法およびグループワークの進め方を学びます。2年次から 4年

次までは、コミュニケーション能力、協働能力、課題発見から問題解決までのプロセスを

経験的に修得し、社会に貢献できるように、学年学科横断型 PBL 科目を開講しています。

5 年次の実験科目では、これらの集大成としてアプリ開発に取り組みます。いずれの科目

もレポート作成、グループ学習、口頭発表の機会を設けています。 

２．基礎的能力 

自然科学の基礎知識を修得するため、数学およびサイエンスを開講し、文化・社会科学

の基礎知識を修得するため、国語、英語、歴史を開講しています。電気・電子・情報分野

で共通して必要となる情報分野の基礎知識をデータサイエンスやプログラミングに関する

講義で学びます。また、基礎的な実験スキルも学びます。コース制教育に向けた基礎をマ

イクロコンピュータやディジタル電子回路に関する講義で習得するとともに、電気電子工

学の基礎知識も講義や実験を通して身に付けます。 

３．専門的能力 

情報工学の専門性を深めるため、オペレーティングシステム、人工知能、データベース

などについて学びます。さらに、電気電子工学分野に関する知識も習得できるように、電

気回路や電子回路、制御工学などに関する講義を開講しています。専門的な知識や能力を

活用して主体的・能動的に取り組む総合的な学習の機会として、4 年次に課題研究、5 年次

に卒業研究に取り組みます。 

 



  

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/electrical/policy.html 及び「学生募集要

項」に掲載） 

（概要） 

自由な校風のなかで夢を育み、将来を自ら切り拓いていこうとする意志を持った次のよ

うな学生の入学を期待しています。 

1.技術者として活躍したいと強く希望を持っている人 

2.総合的な基礎学力を持ち、理数系科目および英語が得意な人 

3.さまざまな実験や実習に周囲と協働して取り組める人 

選抜方針は以下のとおりです。 

・推薦選抜 

中学校等を卒業見込みの者で、学業・人物とも優秀であることにより在籍する中学校

等の長の推薦を受け、本校での修学に必要な総合的な学力を有し、そのうち特に理数系

科目および英語が得意であり、さまざまな実験や実習に周囲と協働して主体的に取り組

む意欲のある人を選抜します。 

・学力選抜 

中学校等を卒業（見込み含む）した者で、本校での修学に必要な総合的な学力を有し、

そのうち特に数学および英語が得意である人を選抜します。 

・帰国生徒特別選抜 

中学校等を卒業（見込み含む）した者で、一定の海外経験を持ち、本校での修学に必

要な総合的な学力および基礎的な日本語能力を有し、そのうち特に理数系科目および英

語が得意である人を選抜します。 

 

学部等名 都市システム工学科 

教育研究上の目的（公表方法：学生生活のてびき－学則第 7条の 2 

http://www.akashi.ac.jp/o7en060000000ezj-att/2022(1).pdf） 

 

（概要） 

国土や地域の開発、防災、交通網・インフラ整備、環境保全など、人間の豊かな社会生

活を支える都市基盤を創造するのに必要な測量学、構造力学、水工学、地盤工学、計画学、

コンピュータ技術、材料工学、防災工学、環境工学分野の基礎理論を教授するとともに、

工学実験、コミュニケーションスキル、建設マネージメントなどの実践的なエンジニアリ

ングデザイン教育を行うことにより、高度な専門基礎学力と自主的問題解決能力を備え、

国際社会に貢献できる創造性豊かな技術者の養成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/civil/policy.html） 

 

（概要） 

都市システム工学科は、本校が掲げる教育目標のもと、自然環境に配慮しながら、道路、

ダム、橋、トンネルや上下水道などの社会基盤の調査、計画、設計、施工や維持管理に携

わることによって、社会の持続的発展に貢献できる能力を持った人材を育成します。その

ために以下に示す能力を身に付け、学業成績の評価等に関する規程に定める基準を満たし

た学生に卒業を認定します。 

１．分野横断的能力 

協働の中で個人の能力を発揮し、継続的に学習し、技術者としての倫理と責任を持って

主体的・能動的に行動できる。また、歴史、文化、社会などの背景や地域性、多様性を理

解し、国際性と指導力を発揮できる。 

２．基礎的能力 

自然科学・社会科学の基礎知識を修得するとともに、それらを活用して専門分野の基本

的な課題について、レポート作成やプレゼンテーションができる。工学的基礎知識と幅広



  

い教養をもとに、都市システム工学や土木工学の定義とその対象が理解できる。 

３．専門的能力 

専門科目として、測量、材料、構造、地盤、水理、環境、土木計画などに関する知識、技

術を身に付け、地球環境保全や自然との共生に配慮しながら、機能的で快適な都市、地域

やそれらを有機的につなぐ道路などの計画、橋、上下水道などの公共施設の設計、施工や

維持管理に活用できる。未曾有の自然災害や想定外の環境変化などの問題も的確に理解、

論理的に分析でき、その解決や技術の発展にも対応できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： http://www.akashi.ac.jp/civil/policy.html） 

 

（概要） 

以下に示す分野横断的能力、基礎的能力、専門的能力を修得するため、独立行政法人国

立高等専門学校機構が定めたモデルコアカリキュラムに基づき、各学科の教育課程を編成

しています。学生が学習方法を理解しやすいように、学習内容と成績評価方法を記したシ

ラバスを公開し、各科目の関連や学習過程が理解しやすいように、教育課程表とカリキュ

ラムマップを公開しています。 

各科目の成績評価は、100 点法により採点し、60 点以上の成績をもって所定の単位を認

定します。 

１．分野横断的能力 

1 年次には、主体的な学習方法とグループワークの進め方を学びます。2 年次から 4年次

までは、コミュニケーション能力、協働能力、課題発見から問題解決までのプロセスを修

得し、社会に貢献できるように、学年学科横断型 PBL 科目を開講しています。いずれもレ

ポート作成、グループ学習やプレゼンテーションの機会を設けています。4 年次から 5 年

次にかけては、インターンシップや卒業研究を通じた社会との関わりの中で幅広い思考力

を身に付けます。 

２．基礎的能力 

世界の様々な文化や歴史を理解し、広く豊かな教養を身に付けるための語学、美術など

の人文社会系、芸術系科目や、専門知識の修得に必要な数学やサイエンスなどの自然科学

系科目を開講しています。また、社会基盤施設の施工、維持管理などへの活用が進む人工

知能（AI）や IoT の基礎を学ぶための科目を開講しています。 

３．専門的能力 

専門的な基礎知識を学修するため、1～4年次に測量、材料、構造、水理、地盤、環境、

土木計画などに関する専門基礎科目を開講しています。それらの理解を体験的に深め、科

学的現象の論理的な分析能力を修得するために、実習や実験などの科目を各学年に配置し

ています。高学年次には、より実務に近い専門応用科目を修得するとともに、それらの知

識や専門能力を活用し、工学的課題を解決するための総合学習として、卒業研究に取り組

みます。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： http://www.akashi.ac.jp/civil/policy.html 及び「学生募集要項」

に掲載） 

（概要） 

自由な校風のなかで夢を育み、将来を自ら切り拓いていこうとする意志を持った次のよ

うな学生の入学を期待しています。 

1.技術者として活躍したいと強く希望を持っている人 

2.総合的な基礎学力を持ち、理数系科目および英語が得意な人 

3.さまざまな実験や実習に周囲と協働して取り組める人 

選抜方針は以下のとおりです。 

・推薦選抜 

中学校等を卒業見込みの者で、学業・人物とも優秀であることにより在籍する中学校

等の長の推薦を受け、本校での修学に必要な総合的な学力を有し、そのうち特に理数系

科目および英語が得意であり、さまざまな実験や実習に周囲と協働して主体的に取り組



  

む意欲のある人を選抜します。 

・学力選抜 

中学校等を卒業（見込み含む）した者で、本校での修学に必要な総合的な学力を有し、

そのうち特に数学および英語が得意である人を選抜します。 

・帰国生徒特別選抜 

中学校等を卒業（見込み含む）した者で、一定の海外経験を持ち、本校での修学に必

要な総合的な学力および基礎的な日本語能力を有し、そのうち特に理数系科目および英

語が得意である人を選抜します。 

 

学部等名 建築学科 

教育研究上の目的（公表方法：学生生活のてびき－学則第 7条の 2 

http://www.akashi.ac.jp/o7en060000000ezj-att/2022(1).pdf） 

 

（概要） 

人間生活の基盤である住宅や建築施設を歴史、文化、自然環境や多様な社会との調和の

うちに創造するために、計画系、構造系、環境系の専門分野に関する基礎知識として建築

計画、建築史、構造力学、建築工学実験、環境工学や情報処理科目などを教授する。さら

に、これらを総合する科目として建築設計演習や建築構造演習などがある。基礎と応用の

教育を通して工学的基礎知識と幅広い教養を併せ持ち、芸術的要素と技術的要素を統合す

る豊かな創造力と総合力を持つ人材の養成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/architecture/policy.html） 

 

（概要） 

建築学科は、本校が掲げる教育目標のもと、自然環境や多様な社会との調和のうちに、

豊かな空間を実現するため建築空間を構築する芸術的要素と技術的要素の両者を統合する

柔軟かつ創造的な設計デザイン能力を備えた人材を育成します。そのために以下に示す能

力を身に付け、学業成績の評価等に関する規程に定める基準を満たした学生に卒業を認定

します。 

１．分野横断的能力 

協働の中で個人の能力を発揮し、継続的に学習し、技術者としての倫理と責任を持って

主体的・能動的に行動できる。また、多様化する社会を俯瞰的に把握し、歴史、文化、社

会などの背景を伴って生まれた地域性を理解し、かつ国際性と指導力を発揮できる。 

２．基礎的能力 

自然科学について基礎知識を修得し、専門分野の基本的な課題解決に適用できる。文化・

社会科学の基礎知識を修得し、レポート、演習課題が作成でき口頭発表ができる。工学的

基礎知識と幅広い教養をもとに、建築の芸術的側面と技術的側面が理解できる。 

３．専門的能力 

建築学科の各専門分野（計画・歴史、構造・材料、環境・設備、施工、法規）とそれらを

総合したデザインを学び、その表現方法として設計製図に関する知識を修得し、建築技術

者として社会に貢献できる。都市や建築の実践的な問題解決能力を備え、日本語や英語に

よるコミュニケーション能力のみならず、図面、CG による建築的プレゼンテーションがで

きる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/architecture/policy.html） 

 



  

（概要） 

以下に示す分野横断的能力、基礎的能力、専門的能力を修得するため、独立行政法人国

立高等専門学校機構が定めたモデルコアカリキュラムに基づき、各学科の教育課程を編成

しています。学生が学習方法を理解しやすいように、学習内容と成績評価方法を記したシ

ラバスを公開し、また、各科目の関連や学習過程を理解しやすいように、教育課程表とカ

リキュラムマップを公開しています。 

各科目の成績評価は、100 点法により採点し、60 点以上の成績をもって所定の単位を認

定します。 

１．分野横断的能力 

1 年次には主体的な学習方法およびグループワークの進め方を学び、２年次から４年次

までは、コミュニケーション能力、協働能力、課題発見から問題解決までのプロセスを修

得し、社会に貢献できるように学年学科横断型 PBL 科目を開講しています。2 年次の異文

化理解を深めるための科目では世界にさまざまな文化や歴史があることを理解し、民族の

文化を相対的な視点から学びます。いずれの科目もレポート作成、グループ学習、口頭発

表の機会を設けています。また、3 年次から 5 年次までの建築設計演習ではグループによ

る設計課題があり、4 年次には海外の学生とのグループワークにより異文化協働のプロセ

スを体験します。 

２．基礎的能力 

自然科学の基礎知識を修得するため理数系科目を開講し、文化・社会科学の基礎知識を

修得するため文化・語学系科目を開講しています。建築学科で求められる芸術的素養を身

に付けるために美術、造形を開講しています。情報通信技術（ICT）の基礎を学ぶため情報

系科目、グローバル社会に必要な異文化対応能力を身に付けるための語学系科目等を開講

しています。 

３．専門的能力 

1 年次、2年次は専門的な基礎知識を学ぶために建築設計演習、建築一般構造、造形、情

報基礎、建築史などの専門基礎科目を学びます。3年次、4 年次は計画系、構造系、環境系

科目を学びながら、設計課題に取り組みます。5年次にはより実務に近い設備、法規、生産

などを学ぶとともに、知識や専門能力を活用して主体的・能動的に取り組む総合的な学習

の機会として、卒業研究に取り組みます。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/architecture/policy.html 及び「学生募集要

項」に掲載） 

（概要） 

自由な校風のなかで夢を育み、将来を自ら切り拓いていこうとする意志を持った次のよ

うな学生の入学を期待しています。 

1.技術者として活躍したいと強く希望を持っている人 

2.総合的な基礎学力を持ち、理数系科目および英語が得意な人 

3.さまざまな実験や実習に周囲と協働して取り組める人 

選抜方針は以下のとおりです。 

・推薦選抜 

中学校等を卒業見込みの者で、学業・人物とも優秀であることにより在籍する中学校

等の長の推薦を受け、本校での修学に必要な総合的な学力を有し、そのうち特に理数系

科目および英語が得意であり、さまざまな実験や実習に周囲と協働して主体的に取り組

む意欲のある人を選抜します。 

・学力選抜 

中学校等を卒業（見込み含む）した者で、本校での修学に必要な総合的な学力を有し、

そのうち特に数学および英語が得意である人を選抜します。 

・帰国生徒特別選抜 

中学校等を卒業（見込み含む）した者で、一定の海外経験を持ち、本校での修学に必

要な総合的な学力および基礎的な日本語能力を有し、そのうち特に理数系科目および英

語が得意である人を選抜します。 



  

 

学部等名 機械・電子システム工学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：学生生活のてびき－学則第 7条の 2 

http://www.akashi.ac.jp/o7en060000000ezj-att/2022(1).pdf） 

 

（概要） 

機械及び電子システムの設計開発に必要な応用工学系基幹科目やより高度な工学知識を

教授・研究し、併せて応用的な実技・実習を課すことにより、倫理観とコミュニケーショ

ン能力を備え、先端的な生産システムや工業製品の創造開発に貢献できる技術者の養成を

目的とする。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/advanced/policy.html） 

 

（概要） 

機械・電子システム工学専攻は、本校が掲げる教育目標のもと、機械工学・電子工学分

野のうち本科で修得した自らの専門知識を中心とした深い知識と多くの経験に基づく技

術、その他幅広い知識と技術を活用し、多面的に問題を解決できる能力を備えた人材を育

成します。そのために以下に示す能力を身に付け、学則に定める基準を満たした学生に修

了を認定します。 

１．分野横断的能力 

協働の中で個人の能力を発揮し、継続的に学習し、技術者としての倫理と責任を持って

主体的・創造的に行動できる。また、関連する他の技術分野の知識と能力を積極的に吸収

し、自然環境との調和を図りながら持続可能な社会を有機的にデザインすることができる。 

２．基礎的能力 

得意とする専門分野を持つことに加え、専門分野以外の基礎知識を修得することで、工

学的な様々な問題に対して、専門的スキルや汎用的スキルを用いて自ら目標を設定し、そ

れらを解決することができる。関連する技術が社会や自然環境に及ぼす影響を理解できる。 

３．専門的能力 

本科で修得した専門分野の知識の上に、機械・設計関連、システム制御関連、電子・物

性関連および情報・通信関連分野の知識を広く学び、これらを統合して機械・電子システ

ムの設計ならびに開発研究等を行うことができる。また、国際的に通用するコミュニケー

ション能力、プレゼンテーション能力を発揮し、的確に情報を発信できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/advanced/policy.html） 

 

（概要） 

以下に示す分野横断的能力、基礎的能力、専門的能力を修得する各専攻独自の教育課程

を独立行政法人国立高等専門学校機構が定めたモデルコアカリキュラムに基づいて組み立

てています。学生が学習方法を理解しやすいように、学習内容と成績評価方法を記したシ

ラバスを公開し、また、各科目の関連や学習過程を理解しやすいように教育課程表を公開

しています。 

各科目の成績評価は、100 点法により採点し、60 点以上の成績をもって所定の単位を認

定します。 

１．分野横断的能力 

1 年次の創発ゼミナールでは、グループ作業を通じて協調と作業分担、管理的役割を体

験し、問題解決能力を実践的に養い、自らの成果をまとめ口頭発表する機会を設けていま

す。また、専攻科特別講義では専門分野の異なる複数の教員による多様な話題について、

分野横断的に技術開発動向について説明することで知見を広げ、技術分野を超えた普遍的

な考え方と柔軟な開発対応力を養成します。 

２．基礎的能力 



  

論文発表等の技術的な表現能力を高めるために、プレゼンテーションの基礎を学ぶため

の科目を開講しています。また、国際標準の教養と感性、異文化対応能力を身に付けるた

め、語学系科目や、様々な民族の文化を相対的な視点から学ぶための科目を開講していま

す。 

３．専門的能力 

機械・電子システム工学専攻の専門知識を身に付けるため、機械・設計関連、システム

制御関連、電子・物性関連および情報・通信関連分野の発展的な専門応用科目を開講して

います。さらに、民間企業や官公庁などにおいて技術体験を通じて実践的技術感覚を会得

するために、専攻科インターンシップを行います。1年次には機械・電子システム工学分野

の研究を担当教員の下で行う工学基礎研究に取り組み、分析レベルの専門能力を養います。

2 年次には工学基礎研究を基礎として、学士授与に相応しいテーマで専攻科特別研究に取

り組みます。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/advanced/policy.html） 

 

（概要） 

自由な校風のなかで夢を育み、将来を自ら切り拓いていこうとする意志を持った次のよ

うな学生の入学を期待しています。 

1.技術者として活躍したいと強く希望を持っている人 

2.総合的な基礎学力および専門分野の基礎能力を身に付けている人 

3.自己の専門分野以外も学習する意欲があり、自然や社会との共生に関心のある人 

選抜方針は以下のとおりです。 

・推薦選抜：学校長推薦 

高等専門学校を卒業（見込み含む）した者で、学業・人物とも優秀であることにより

出身の高等専門学校長の推薦を受け、本校での修学に必要な総合的な学力を有し、当該

専攻への関心が明白・適切であり、自己の専門分野以外も学習する意欲を持ち、自然や

社会との共生に関心のある人を選抜します。 

・推薦選抜：社会人特別推薦 

高等専門学校を卒業し、企業等に在職する者で、勤務成績・人物ともに優秀であるこ

とにより所属企業等の長の推薦を受け、本校での修学に必要な総合的な学力を有し、当

該専攻への関心が明白・適切であり、自己の専門分野以外も学習する意欲を持ち、自然

や社会との共生に関心のある人を選抜します。 

・学力選抜 

高等専門学校等を卒業（見込み含む）した者で、本校での修学に必要な総合的な学力

を有し、当該専攻への関心が明白・適切であり、特に数学、英語、当該専攻の専門科目

が得意である人を選抜します。 

 

学部等名 建築・都市システム工学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：学生生活のてびき－学則第 7条の 2 

http://www.akashi.ac.jp/o7en060000000ezj-att/2022(1).pdf） 

 

（概要） 

都市環境及び建築環境を合理的に計画、設計、構築するのに必要な計画学、構造力学、

環境工学の分野を教授・研究し、併せて応用的な実技・実習を課すことにより、倫理観、

コミュニケーション能力を備え、創造力豊かなエンジニアリングデザイン能力を持ったよ

り高度な専門技術者の養成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/advanced/policy.html） 

 



  

（概要） 

建築・都市システム工学専攻は、本校が掲げる教育目標のもと、建築学・都市システム

工学分野のうち本科で修得した自らの専門知識を中心とした深い知識と多くの経験に基づ

く技術、その他幅広い知識と技術を活用し多面的に問題を解決できる能力を備えた人材を

育成します。そのために以下に示す能力を身に付け、学則に定める基準を満たした学生に

修了を認定します。 

１．分野横断的能力 

協働の中で個人の能力を発揮し、継続的に学習し、技術者としての倫理と責任を持って

主体的・創造的に行動できる。また、関連する他の技術分野の知識と能力を積極的に吸収

し、自然環境との調和を図りながら持続可能な社会を有機的にデザインすることができる。 

２．基礎的能力 

本科で修得した自然科学および自らの専門分野の知識を高度化すると共に、専門分野以

外の基礎知識を修得することで、工学的な様々な問題に対して、専門的スキルや汎用的ス

キルを用いて自ら目標を設定し、それらを解決することができる。 

３．専門的能力 

本科で修得した専門とする分野の知識の上に、建築関連（計画・歴史、構造・材料、環

境・設備、施工・法規、デザイン、設計製図）や都市システム関連（測量、建設材料、構

造、地盤、水理、環境、計画）の知識を広く学び、これらを有機的に統合した建築・都市

システムの設計ならびに開発研究等を行うことができる。また、国際的に通用するコミュ

ニケーション基礎能力、プレゼンテーション能力を発揮し、情報を発信できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/advanced/policy.html） 

 

（概要） 

以下に示す分野横断的能力、基礎的能力、専門的能力を修得する各専攻独自の教育課程

を独立行政法人国立高等専門学校機構が定めたモデルコアカリキュラムに基づいて組み立

てています。学生が学習方法を理解しやすいように、学習内容と成績評価方法を記したシ

ラバスを公開し、また、各科目の関連や学習過程を理解しやすいように教育課程表を公開

しています。 

各科目の成績評価は、100 点法により採点し、60 点以上の成績をもって所定の単位を認

定します。 

１．分野横断的能力 

1 年次の創発ゼミナールでは、グループ作業を通じて協調と作業分担、管理的役割を体

験し、問題解決能力を実践的に養い、自らの成果をまとめ口頭発表する機会を設けていま

す。また、専攻科特別講義では専門分野の異なる複数の教員による多様な話題について、

分野横断的に技術開発動向について説明することで知見を広げ、技術分野を超えた普遍的

な考え方と柔軟な開発対応力を養成します。 

２．基礎的能力 

論文発表等の技術的な表現能力を高めるために、プレゼンテーションの基礎を学ぶため

の科目を開講しています。また、国際標準の教養と感性、異文化対応能力を身に付けるた

め、語学系科目や、様々な民族の文化を相対的な視点から学ぶための科目を開講していま

す。 

３．専門的能力 

建築・都市システム工学専攻の専門知識を身に付けるため、構造系、水理系、地盤系、

計画系などの発展的な専門応用科目を開講しています。さらに、民間企業や官公庁などに

おいて技術体験を通じて実践的技術感覚を会得するために、専攻科インターンシップを行

います。1 年次には建築・都市システム工学分野の研究を担当教員の下で行う工学基礎研

究に取り組み、分析レベルの専門能力を養います。2年次には工学基礎研究を基礎として、

学士授与に相応しいテーマで専攻科特別研究に取り組みます。 

 

 



  

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.akashi.ac.jp/advanced/policy.html） 

 

（概要） 

自由な校風のなかで夢を育み、将来を自ら切り拓いていこうとする意志を持った次のよ

うな学生の入学を期待しています。 

1.技術者として活躍したいと強く希望を持っている人 

2.総合的な基礎学力および専門分野の基礎能力を身に付けている人 

3.自己の専門分野以外も学習する意欲があり、自然や社会との共生に関心のある人 

選抜方針は以下のとおりです。 

・推薦選抜：学校長推薦 

高等専門学校を卒業（見込み含む）した者で、学業・人物とも優秀であることにより

出身の高等専門学校長の推薦を受け、本校での修学に必要な総合的な学力を有し、当該

専攻への関心が明白・適切であり、自己の専門分野以外も学習する意欲を持ち、自然や

社会との共生に関心のある人を選抜します。 

・推薦選抜：社会人特別推薦 

高等専門学校を卒業し、企業等に在職する者で、勤務成績・人物ともに優秀であるこ

とにより所属企業等の長の推薦を受け、本校での修学に必要な総合的な学力を有し、当

該専攻への関心が明白・適切であり、自己の専門分野以外も学習する意欲を持ち、自然

や社会との共生に関心のある人を選抜します。 

・学力選抜 

高等専門学校等を卒業（見込み含む）した者で、本校での修学に必要な総合的な学力

を有し、当該専攻への関心が明白・適切であり、特に数学、英語、当該専攻の専門科目が

得意である人を選抜します。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.akashi.ac.jp/guide/organization.html 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2 人 － 2 人

機械工学科 － 7 人 4人 0人 0人 0人 11 人

電気情報工学科 － 9 人 2人 0人 1人 0人 12 人

都市システム工学科 － 3 人 2人 1人 2人 0人 8人

建築学科 － 5 人 2人 2人 0人 0人 9人

人文科学系 － 5 人 3人 1人 2人 0人 11 人

自然科学系 － 3 人 3人 0人 1人 0人 7人

専攻科 － 1 人 1人 0人 0人 0人 2人

所属無し － 0 人 0人 1人 1人 0人 2人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 44 人 44 人



  

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 
https://www.akashi.ac.jp/education-and-research/researcher.html 

※Researchmap から提供されている情報 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

本校における FD は、学事調査室が、学校活動の内部質保証並びに教職員の資質向上にかか

る研修計画立案及び点検・改善を行っており、教育に特化した研修は、学事調査室と連携し、

アクティブラーニングセンター運営委員会が FD 部門長を中心に企画・実施を行っている。教

育内容・方法等については、授業の公開や学生による授業アンケートを実施し、教員及び学生

からの意見をフィードバックすることで授業改善を図っている。また、学年学科横断型 PBL 科
目を全教員で担当しているため、当該科目授業実施に関する研修を毎年実施し教員の資質能力

向上を図っている。さらに、非常時のオンライン授業をはじめとした ICT の教育への活用の拡

充を進めている。 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

機械工学科 40 人 42 人 105.0% 200 人 213 人 106.5% 若干名 0人

電気情報工学科 40 人 42 人 105.0% 200 人 212 人 106.0% 若干名 2人

都市システム工学科 40 人 42 人 105.0% 200 人 211 人 105.5% 若干名 1人

建築学科 40 人 43 人 107.5% 200 人 210 人 105.0% 若干名 2人

合計 160 人 169 人 105.6% 800 人 846 人 105.8% 若干名 5人

機械・電子システム工学専攻 8 人 13 人 162.5% 16 人 21 人 131.3% - - 

建築・都市システム工学専攻 8 人 10 人 125.0% 16 人 21 人 131.3% - - 

合計 16 人 23 人 143.8% 32 人 42 人 131.3% - - 

（備考） 

 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

機械工学科 
３９人 

（100％） 

２３人

（59.0％）

１４人

（35.9％）

２人

（5.1％）

電気情報工学科 
４２人 

（100％） 

３６人

（85.7％）

６人

（14.3％）

０人

（0％）

都市システム工

学科 

４３人 

（100％） 

２６人

（60.5％）

１３人

（30.2％）

４人

（9.3％）

建築学科 
４４人 

（100％） 

２７人

（61.4％）

１７人

（38.6％）

０人

（0％）

機械・電子シス

テム工学専攻 

５人 

（100％） 

３人

（60.0％）

２人

（40.0％）

０人

（0％）

建築・都市シス

テム工学専攻 

１２人 

（100％） 

６人

（50.0％）

５人

（41.7％）

１人

（8.3％）

合計 １８５人 １２１人 ５７人 ７人



  

（100％） （65.4％） （30.8％） （3.8％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

・進学先：東北大学、筑波大学、東京大学、横浜国立大学、信州大学、京都大学、大阪大学、神戸大学、

和歌山大学、九州大学、東京工業大学大学院、京都大学大学院、大阪大学大学院など 

・就職先：大阪ガス(株)、関西電力(株)、東海旅客鉄道(株)、(株)大林組、兵庫県庁、神戸市役所など 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーを策定し、これに基づいた教育課

程表を作成し、行事予定表に基づき授業を実施している。 

 授業科目、授業の方法及び内容については、全高専統一のシラバスシステムを用いて、到達

目標、ルーブリック、教育方法、授業計画、評価割合からなる全高専統一のシラバスシステム

を作成している。 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

本科卒業については、最終学年の学年末に、卒業要件ごとに修得単位を集計した卒業判定資

料を作成し、教員会にてディプロマ・ポリシーや修得単位数等を踏まえ卒業を認定している。

なお、本科卒業要件については、「学業成績の評価等に関する規程」にて記載されており、

次のとおりである。 

【「学業成績の評価等に関する規程」より抜粋】 

(1) 欠席時数が各科目及び特別活動について定める時数未満であること。 

(2) 当該学年までの標準修得単位数の合計から９単位を減じた単位数以上を、標準修得科目で

修得していること。 

(3) 卒業研究が６０点以上であること。 

(4) 入学以後の自由選択科目を除く修得単位数が、一般科目７５単位以上、専門科目８２単位

以上を含め合計で１６７単位以上であること。 

 

専攻科修了については、最終学年の定期試験終了後、修得単位を集計した判定資料を作成し、

教員会にてディプロマ・ポリシーや修得単位数等を踏まえ修了を認定している。 

なお、専攻科修了要件については、「学則」にて記載されており、次のとおりである。 

【「学則」より抜粋】 

校長は、専攻科に 2 年以上在学し、所定の授業科目を履修し、別表第 4に定める一般教養科

目及び専門科目のそれぞれの必要単位数を修得し、62 単位以上を修得した者について、修了

を認定し、所定の修了証書を授与する。 



  

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

機械工学科 167 単位 有・無 単位

電気情報工学科 
電気電子工学コース 

167 単位 有・無 単位

電気情報工学科 

情報工学コース 
167 単位 有・無 単位

都市システム工学科 167 単位 有・無 単位

建築学科 167 単位 有・無 単位

 
機械・電子システム工学専攻 62 単位 有・無 単位

建築・都市システム工学専攻 62 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.akashi.ac.jp/guide/facility.html 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

機械工学科 

234,600 円 84,600 円
17,800 円～ 

194,400 円 

○その他内訳 

・学生会入会金 2,000 円 

・学生会費 4,800 円 

・教科書・教材等（学年・学科

により異なる。専攻科除く） 

約 11,000 円～50,000 円 

※以下寮生のみ 

 （専攻科除く） 

・寄宿料 9,600 円 

・入寮費 3,000 円 

・学寮諸経費 125,000 円 

 

電気情報工学科 

都市システム 

工学科 

建築学科 

 

機械・電子シス

テム工学専攻 
234,600 円 84,600 円

 

6,800 円 

 建築・都市シス

テム工学専攻 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 履修指導のガイダンスを学科生・編入学生・留学生・障害のある学生に対して、毎年３月

の入学前に、専攻科生については４月に実施している。また、準学士課程の３、４年次生に

対しては、選択科目ガイダンスを実施している。 

実習工場の利用に関するガイダンスとして、１年次の初回授業で利用方法等の講習を行っ

ている。 

図書館の利用に関しては、入学直後の諸説明において、各クラス担任から図書館の説明・

資料配布を行っている。 

学生の自主的学習を支援するため、準学士課程では担任制、専攻科課程では指導教員制の



  

導入、オフィスアワーの設定、学生相談室の対面型の相談受付体制、電子メール等によるハ

ラスメント相談受付体制、資格試験・検定試験等の支援体制、グローバルエデュケーション

センターによる外国留学に関する支援体制等を整備している。 

学習支援に関して学生のニーズを把握するための取組として、準学士課程では担任制、専

攻科課程では指導教員制の導入、授業アンケートを実施している。 

障害のある学生に対しては、明石工業高等専門学校特別修学支援要項に基づき、支援体制

を整備し、必要な支援を行っている。 

経済面では、奨学金・授業料減免・授業料徴収猶予制度を整備している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

 就職や進学等の進路指導を含め、キャリア教育の体制を整備し、キャリア教育に関する研

修会、講演会、進路指導ガイダンス、進学・就職説明会、資格試験・検定試験のための補習

授業、資格取得による単位認定等を行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生相談室を中心に保健室に常駐している看護師に加え、学校医、学校薬剤師が連携して

学生の健康支援を行っている他、非常勤のカウンセラー（臨床心理士）を相談室に配置し、

学生相談にあたっている。また非常勤の精神科医が学生支援に携わっている。 

○ 健康診断 

学校保健安全法に基づいて、毎年４月に、学生の定期健康診断を実施。感染症の発生、そ

の他必要と認められる場合には、臨時に健康診断を行うこともある。 

○ 保健室 

学生の健康の保持管理のために保健室があり、看護師が常駐している。保健室では学校内

で発生した疾病、傷害等に対し応急処置を行う。また、随時健康相談に応じている。 

○ 学生相談室 

学生の学習、学校生活、課外活動、寮生活、家庭生活、交友関係、性の問題、人生観、進

路等のいろいろな問題の解決の手助けをするために、次のような学生相談制度を設けてい

る。 

（利用案内） 

火曜日～金曜日の 15：00～18：00 に開室。本校公式 Web サイトに利用案内を掲載してお

り、メールでの予約が可能。 

（学生相談室相談員） 

学生相談室では、看護師及び非常勤カウンセラーを含む相談員 12 名で相談に応じている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 

１．教育情報 

https://www.akashi.ac.jp/guide/information_disclosure.html 

２．研究情報 

https://www.akashi.ac.jp/education-and-research.html 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

－

後半期

28人

15人

－

－

学校名

設置者名

明石工業高等専門学校

独立行政法人国立高等専門学校機構

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

33人

16人第Ⅰ区分

学校コード G128110109189

（備考）

内
訳

－

－

家計急変による
支援対象者（年間）

－

36人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計 0人 －

0人 0人

0人 －

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人 0人

0人 0人

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 － －

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

－ －

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


